
 

第１３９回 北海道地方交通審議会船員部会 議事概要 

 開催年月日 令和２年５月２９日（金） 

 開催場所 書面開催 ※新型コロナウイルス感染症予防のため書面開催とした 

□議  題□ 

１．審議事項 

    なし 

２．報告事項 
（１）管内船員職業安定業務取扱状況（令和２年４月分）について 

３．その他 

（１）船員の働き方改革に向けた検討状況について 
（２）新型コロナウイルス感染症に関する対応について 
（３）次回の船員部会開催日について 

 
□議事概要□（メールによる報告及び質疑応答並びに情報交換など） 

１．報告事項 
・事務局より、管内船員職業安定業務取扱状況（令和２年４月分）について、新規求人数

２１名、新規求職者数１８名、成立求職者数５名など、報告があった。 

 ２．質疑応答 

・公益委員より、『機関部職員の不足傾向が続いている』とのことであるが、何をもって

そのように認識しているのか、質問があった。 

・事務局より、統計上の数値としては際立った傾向は見られないものの、道内の船員職業

安定窓口における『機関士を確保できずに漁期の切り上げが生じている』等の聴き取り

を踏まえ、そのように分析したと回答があった。 

・公益委員より、新型コロナウイルス感染症に起因する会社都合の離職者は発生している

か、質問があった。 

・また、労働者委員より、前職が陸上勤務で新型コロナウイルス感染症の影響による業績

悪化に伴う離職者は発生しているか、質問があった。 

・事務局より、北海道運輸局管内の船員職業安定窓口において、そのような離職者は確認

されていないこと、回答があった。 

３．その他 

・事務局より、中央（交通政策審議会関連部会）で進められている『船員の働き方改革』

に向けた検討状況について、情報提供があった。 

・事務局より、管内フェリー事業者が運航する離島航路で減便が発生しているなど、新型

コロナウイルス感染症に関する影響について、情報提供があった。 

・これに対し、労働者委員より、その他の管内旅客船の運航状況（運休・減便）について

質問があった。 

・事務局より、一般旅客定期航路事業者の運航状況について、一部の湖内観光船で減便が

発生しているなど、回答があった。 

・事務局より、次回の船員部会は、令和２年６月２６日（金）１３時３０分より開催する

予定であると連絡があった。 

 

（以 上） 
北海道運輸局海事振興部船員労政課 


